
平成 28 年 12 月吉日 

愛知・岐阜・三重県精神保健福祉士協会 会員各位 

 

第 3回愛知県精神保健福祉士大会 

平成 28 年度 宿泊研修会＆実践報告会のご案内 

「煌めき」 
～暮らしは自然と共に 確かな支援を届けるために～ 

  

今年も残りわずかとなりましたが充実した一年となっていますでしょうか。 

 昨今、日々の暮らしを取り巻く状況は目まぐるしく変化し、普通の暮らしを過ごしていることがどれほど大切かを

考えざるを得ないような環境に思えてきます。今回はテーマを「煌めき（きらめき）」とし、病気や障害、災害など生

活が困難な状況にあっても明るく、希望のある暮らしが持てるような支援を届けられるように、会員の一人ひとりが

大切にしていることや大切にしてきたことを共有し、一緒に考えていきたいと思います。 

 皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

 

○日  時 ： 平成 29 年 2 月 18 日（土）・19 日（日） 
            【1日目】 13時 00分開始 （受付 12時 30分～） 【2日目】 9時 30分開始 （受付 9時 00分～） 

○会  場 ： あいち健康プラザ 

【住所】 〒470‐2101 愛知県知多郡東浦町大字森岡字源吾山１番地の 1 

  【TEL】  0562-82-0211（総合） 

 

○内  容 ： 1 日目 講演会・PSW実践報告会・情報交換会 

2 日目 分科会 

 

○申  込 ： 所定の『参加申込書』に必要事項を記入の上、FAX にてお申し込みください。 

※宿泊される方へ：宿泊の部屋は相部屋となります。また全室禁煙です。ご了承ください。 

お申し込み後のキャンセルは、キャンセル料金が発生する場合があります。 

            ※お申し込みいただいた方には、平成 29年 1月末日頃に参加証を送付致します。 

              参加証が届かない場合には下記の問い合わせ先までご連絡ください。 

 

○主  催 ： 愛知県精神保健福祉士協会 

〇企画・運営 ： 愛知県精神保健福祉士協会大会委員（五十音順） 

           安藤文音、榊原和浩、杉原直樹、鈴木宏、関谷紀裕、徳山勝、辻川幸博、中川正詞、野島美智子、 

濱嶋和馬、平岡裕子、山口泰臣 

 

○問い合わせ 

 京ケ峰岡田病院 ＰＳＷ部 （TEL）0564-62-1421 担当：辻川、中川 

 



 

【1 日目】 2 月 18 日（土） 

１２ ： ３０～ 受付 

１３ ： ００～ 開会・オリエンテーション 

１３ ： １５～ 

  １５ ： ００ 

プログラム①講演会 

テーマ：「その時何が起きたか！」～個人に、精神保健福祉士に、協会に、そして当事者に～ 

講 師 ： 木ノ下高雄氏（熊本県精神保健福祉士協会 災害対策委員／ 

就労サポートセンター菊陽苑 施設長） 

熊本地震の被害によりお亡くなりになられた方に謹んでお悔やみを申し上げますとともに、被災

された方々に心よりお見舞い申し上げます。今回の災害では、多くの当事者やそのご家族、そして

私たちの仲間である精神保健福祉士も想像を超えるご苦労がありました。本講演では実際に被災

地での活動を行われている、災害対策委員の木ノ下様をお招きして講話をいただき、被災者と関

係者の皆様に対して「いま私たちにできること」と「自県の防災対策として取組むべきこと」を参加者

の皆様とミニワークを交えて共有したいと思います。 

１５ ： ００～ 休憩・部屋の移動 

１５ ： １０～ 

  １７ ： ００ 

プログラム②PSW実践報告会 

 日々の実践を報告する場、悩みや辛さを共有する場、自分の今の到達点を確認する場として、 

PSW 実践報告会をおこないます。 

 ※各グループの内容は、愛知県精神保健福祉士協会HP及び当日受付に提示致します。参加グ

ループを当日受付にてお選びください。当日の受け付け順となるため定員に達した場合など、ご希

望に添えないことがございますのでご了承ください。 

１８ ： ００～ プログラム③情報交換会 

【2 日目】 2 月 19 日（日） 

９ ： ００～ 受付（2 日目のみの参加者） 

９ ： ３０～ 

 １１ ： ３０ 

プログラム④分科会 

１.シンポジウム 「精神保健福祉士業務指針・業務分類について」 

 業務指針・業務分類を使って、自身の日ごろの業務を整理し、PSW としての視点を確認しながら 

本来の悩み所とは何か、精神保健福祉士の価値と存在意義について考えます。 

 

２.シンポジウム「コミュニティーワーク 」～他機関との連携を通しての実践、地域へのアプローチ 

「個別の課題を地域の課題へ」。岐阜県でコミュニティーワークを行っているPSWの実践に触れなが

ら、シンポジウム形式で地域との日ごろからの関わりづくりやアプローチ方法について考えます。 

 

３.シンポジウム「災害時における多職種連携 」 

「多職種連携」は、あらゆる場所・状況において重要性が増しています。1 日目の講演を踏

まえ、「災害」を切り口に「多職種連携」を考えたいと思います。他職種（他団体）の取り

組みを通じてお互いの専門性を学び、災害時にはどのような連携ができるのか、皆さんと一

緒に考えたいと思います。 

 

４.相談支援専門員の育て方 ～ＰＳＷの関わりを考える～ 

三重県における相談支援従事者研修会へのＰＳＷの関わりについて紹介します。既に相談支援専

門員として活躍されている方、これから相談支援専門員を目指す方、ＰＳＷの持つ専門知識やスキ

ルを伝え、日頃の業務に活かしてもらうための実践について考えます。 

 

１１ ： ３０～ 休憩・部屋の移動 

１１ ： ４０～ 全体会・閉会（１２：００終了予定） 



FAX 送信票（別途送信票不要）                 締切：平成 2９年 1 月 10 日 

 

平成 28 年度 愛知県精神保健福祉士大会   参加申込書 
 

FAX送信先   FAX：0564‐62‐9338（京ヶ峰岡田病院 PSW部） 

 

ふりがな  

男 ・ 女 年齢       歳 （※１） 
氏名 

 

 

 

勤務先 

所属名                           部署もしくは職種（                  ） 

住 所  〒 

 

                                TEL 

連絡先 

勤務先と別の場合は、こちらも記載してください。 

住 所  〒 

 

                                TEL 

１、愛知、岐阜、三重県精神保健福祉士協会           □会員     □非会員 

２、PSW経験年数                               年       ヵ月   （※１） 

３、当日の参加者名簿に所属を                   □載せる    □載せない （※２） 

 

参加形態（参加希望に○印）※参加費は当日徴収させていただきますので、お釣りのないようにお願い致します。 

 
3 県精神保健福祉士協会会員 非会員 

○印 参加費 ○印 参加費 

全日程参加  14,000 円  16,000 円 

部分 

参加 

1 日目 研修  4,000 円  5,000 円 

宿泊・情報交換会（※３）  11,000 円  12,000 円 

情報交換会  6,000 円  7,000 円 

2 日目 研修  3,000 円  4,000 円 

合計金額               円              円 

2 日目 分科会 （※４） 第 1 希望 第 2 希望 第３希望 

 

（※１）年齢や経験年数は、大会時点のものをご記入ください。なお、ご記入いただいた個人情報は、今回の研修以外 

    で使用することはありません。 

（※２）当日資料として、参加者名簿を配布します。原則、お名前は記載させていただきますが、所属及び連絡 

    先につきましては、掲載の可否を「参加申込書」にてお知らせください。 

（※３）「宿泊・情報交換会」のみの参加は出来ません。必ず 1日目か 2日目の研修と併せてお申込みください。 

（※４）2 日目分科会の希望をプログラムの中から、第３希望までご記入ください。（全日程参加の方もご記入ください。） 

    記入のない場合は、主催者で振り分けをさせていただきます。 

 



【宿泊場所】 あいち健康の森 プラザホテル 

〒470-2101 愛知県知多郡東浦町大字森岡字源吾山 1番地の１   TEL0562-82-0211（総合） 

 

○電車でお越しの場合 ～知多バス 大府（循環）線 （昼間問い合せ先：0562-32-1802/0569-21-5233） 

【1 日目行き】  

①大府駅 11：59 発 ⇒ あいち健康プラザ 12：11 着  ②大府駅 12：34 発 ⇒ あいち健康プラザ 12：46 着 

【1 日目帰り】 あいち健康プラザ ①17：57 発      ②18：37 発 

【2 日目行き】 

①大府駅 8：27 発 ⇒ あいち健康プラザ 8：39 着  ②大府駅 9：00 発 ⇒ あいち健康プラザ 9：12 着 


